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1.緒 言

アル ミニ ウムは様 々な表面処理を施すこ とによ り、高機能性皮膜の作製 が可

能である1)。また、環境 問題への関心が高ま り、光触媒能 を有する酸化チタンが

注 目されてお り、現在、可視光応答型酸化チタンも作製 されてい る2)。本研究で

は、酸化 チタン皮膜 への低温プラズマ処理 による新たな可視光応答型酸化 チタ

ン皮膜の作製法を開発することを目的 とし、チタンフッ化物系浴 中でアル ミニ

ウム化成処理(一 次処理)を試み、得 られた皮膜に対す る窒素プラズマ処理 の影響

を検討 し、その皮膜の解析お よび評価を行った。

2.実 験方法

2.1酸 化チタン皮膜 の作製法

基材には、アル ミニウム材(A1085)を 用いた。前処理 として、10%水 酸化ナ ト

リウムで5分 間エ ッチング処理を行い、フ ッ化チタンアンモニ ウムに、過酸化

水素を添加 した混合浴を用いて化成処理 を行 った。成膜条件は、浴温度353K、

浸漬時間90分 とした。

2.2窒 素低温プラズマ処理

一次処理を施 した皮膜に窒素雰囲気下で、低温プラズマ処理を施 した。

処理条件 として、真空待機 時間30分 、処理時間30分 とした。 また、 リファレ

ンス トして、大気焼成 を行 ったアナタース型酸化チタン皮膜を作製 した。

23XRDに よる構造解析

XRDを 用いて作製 した一次処理皮膜および二次処理皮膜 の構造解析を行 ったc

2.4吸 光光度法による光触媒能の評価法

両二次処理皮膜の光触媒能をメチ レンブルーの分解 により簡易的に評価 した。

測定条件 は、暗所 にて60分 間吸着 させた後、紫外光を照射 し、波長667㎜ ユに

お ける吸光度 を60分 間隔で測定 し、合計360分 間の測定を行った。また、UV

カ ッ トフィルムを用いて紫外光を遮 断 し、可視光環境 下での光触媒能の評価 を

行った。

3.結 果お よび考察

3.1酸 化チタン皮膜 の作製

アル ミニ ウム板に化成処理を施す ことによ り黄色皮膜が得 られた。 この皮膜

に窒素 プラズマ処理 を施す と淡黄色へ と変色 した。また、熱処理を施す と黄色

か ら白色の皮膜 となった。
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3.2XRDに よる構造解析結果

作製 した両皮膜 を同定するため、XRD用 いて皮膜の解析 を行 った結果 をFig.ユ

に示す。窒素プラズマ処理皮膜 は リファレンスに比べて、 ピー クが弱まるもの

の、アナターゼ型の酸化チタンが生成 していることが確認できた。
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3.3光 触媒活性評価結果

皮膜の光触媒能測定結果をFig.2お よびFig.3に 示す。紫外光 を照射 した場合

では窒素プ ラズマ処理皮膜 と熱処理皮膜 は同等の光触媒活性 を示す ことが確認

された。一方 、可視光を照射 した場合には、窒素プラズマ処理皮膜 に光触媒活

性が見 られたが、熱処理皮膜には光触媒活性を確認することはできなか った。
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4.結 論

フッ化チタンアンモニ ウム と過酸化水素の浴 中で化成処理を行い、得 られた

皮膜に窒素プラズマ処理を施す ことにより、可視光応答型酸化チタン皮膜が得

られた。 この皮膜 は可視光環境下で高い光触媒活性 を発現 した。 この方法は可

視光応答型酸化チタン膜を短時間で作製する方法 として今後期待できる。
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